
新たに就任・任命された、新参与、防災危機管理
専門監、教育次長、新規採用職員を紹介します。

総務部　総務課

主事　小
こばやし
林　沙

さ や
椰

坂東市出身。境高校卒業後、公務員を
目指して大原学園柏校公務員就職コー
スに入校。

総務部　企画経営課

主事　印
い ん で
出　隆

たかゆき
之

古河市出身。東洋大学卒業。大手監査
法人に約15年勤務し、主に総務部で
オフィス管理業務に従事。

福祉部　子ども未来課　健康推進室

保健師　中
な か の
野　翔

しょうた
太

埼玉県加須市出身。埼玉医科大学を卒
業後、看護師として4年間埼玉県内の
病院に勤務。

福祉部　子ども未来課　健康推進室

主事　海
え び は ら
老原　里

り な
菜

つくば市出身。筑波大学卒業後、1
年間研究生として水泳（クロール）
の研究を行う。	 	

総務部　防災安全課

主事　國
く に ふ だ
府田　茉

ま ほ
歩

笠間市出身。下館第一高校卒業。茨城
県警察に採用され、交番・警察センター
勤務を経験。

総務部　企画経営課

主事　斉
さいとう
藤　美

み さ き
咲

福島県郡山市出身境町在住。福島県三
春町役場に６年間勤務し町営住宅・財
政管理に従事。結婚を機に境町に移住。

教育委員会　学校教育課

主事　上
うえたけ
竹　奈

な お
緒

古河市出身。横浜国立大学大学院卒業。
私立高校で日本史教員として従事後、
特別支援学校に勤務。

建設農政部　農業政策課

主事　柿
かきぬま
沼　大

ひ ろ き
輝

八千代町出身境町在住。城西大学卒業
後、境町役場防災安全課の臨時職員と
して従事。

東京都府中市出身境町在住。明治大学
卒業。在学中に境町長の講演を聴講し
たことがきっかけで境町職員を志願。

秘書公室　秘書広聴課　
多文化共生推進室

主事　鹿
か の や
野谷　希

の ぞ み
美

坂東市出身境町在住。東洋大学卒業。
前職は外国人技能実習生の受入監理団
体の職員として多文化共生に携わる。

新規採用職員

まちづくり推進課　
ふるさと納税推進室

主事　河
こ う の
野　彬

あきら

Profile　京都府出身。
2007年　中央大学法学部卒業。
2010年　明治大学法科大学院卒業。
2014年 1月　弁護士法人萩原総合法律
事務所筑西支所に入所。
2019年 4月　同法人事務所常総支所に入所。
家族法務を得意分野とする。

新 参 与新参与

県弁護士会との協定により高度化する行政
法務事務の解決を目指す

Voice

▲

迅速さと正確さが要求される行政運営で、皆様が安心して解決策
を導き出せるように、幅広い分野の知識獲得に努めていきたいと考えていま
す。ご相談への回答が皆様の財産となるように、分かりやすい説明を心がけ
るだけでなく、汎用できるような知識をご提示していけるよう心がけます。

新参与

Voice

▲

男性保健師ならではの目線と
子育て経験を生かし、境町の皆様の健康
作りに貢献できるよう努めます。

Voice

▲

境町の新たな発展に貢献する
ことができるよう日々の業務に努めて
参ります。

Voice

▲

境町が今よりもさらに魅力溢
れる町になるよう、日々精一杯努めて
参ります。

Voice

▲

発展し続ける境町に貢献でき
るよう、責任感をもち、日々の業務に
取り組んで参ります。

Voice

▲

教育現場での経験を活かし、
境町の教育を全力でサポ―トしていき
たいと思います。

Voice

▲

これまでの経験を生かし、住
民の皆様のために力を尽くして参りま
す。

Voice

▲

民間経験を活かして、境町の
さらなる発展のため、河岸の街の賑わ
いを取り戻せるよう精一杯努めます。

Voice

▲

日々発展・進化し続ける境
町へ貢献できるよう、精一杯励んで参
ります。

Voice

▲

境町について知らないこと
も多いですが、外からの視点を活か
して仕事に取り組みたいと思います。

Voice

▲

斬新な政策を続ける境町で、
これまでの経験を生かし、精一杯精進
してまいります。

　
※
派
遣
及
び
係
長
級
以
上
の
職
員
を
掲
載

　
※
◎
は
昇
任
、（　
）
内
は
旧
所
属
等

秘
書
公
室

【
秘
書
広
聴
課
】

　
　
係
長　
坂
井
静
香
（
男
女
共
同
・
国
際
室
）

　
多
文
化
共
生
推
進
室　
※
新
設

　
　
室
長　
笠
松
弘
美
（
群
馬
県
大
泉
町
よ
り
派
遣
）

　
◎
室
長
補
佐　
田
村
学
（
男
女
共
同
・
国
際
室
）

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
】

　
　
課
長
補
佐　
荒
井
隆
喜
（
税
務
課
）

　
　
係
長　
間
瀬
理
恵
（
住
民
課
）

総
務
部

【
総
務
課
】

　
　
課
長　
関
久
則（
人
権･

協
働
ハ
ー
モ
ニ
ー
課
長
）

【
企
画
経
営
課
】

　
◎
参
事
兼
課
長　
佐
野
直
也

　
◎
係
長　
三
宅
昭
広

【
税
務
課
】

　
　
課
長　
倉
持
達
弘
（
住
民
課
長
）

　
◎
課
長
補
佐　
倉
持
敬
（
防
災
安
全
課
）

【
住
民
課
】

　
◎
課
長　
中
村
泰
明
（
建
設
課
）

　
◎
係
長　
上
原
ゆ
か
り

　
人
権
・
協
働
ハ
ー
モ
ニ
ー
室　
※
新
設

　
◎
室
長　
倉
持
雅
章
（
人
権・協
働
ハ
ー
モ
ニ
ー
課
）

　
　
係
長　
野
本
真
由
美
（
会
計
課
）

【
防
災
安
全
課
】

　
　
危
機
管
理
専
門
監　
生
天
目
一
司

福
祉
部

【
介
護
福
祉
課
】

　
　
課
長　
張
替
克
己
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

　
◎
副
参
事
兼
課
長
補
佐　
宮
本
保
夫

【
保
険
年
金
課
】

　
◎
副
参
事
兼
課
長
補
佐　
中
村
恵
一

【
子
ど
も
未
来
課
】

　
◎
課
長
補
佐　
石
綿
勲
（
保
育
協
会
へ
出
向
）

　
　
園
長　
大
越
素
子
（
お
お
ぞ
ら
保
育
園
へ
出
向
）　

　
　
主
任
保
育
士　
飯
島
麻
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
お
お
ぞ
ら
保
育
園
へ
出
向
）

建
設
農
政
部

【
建
設
課
】

　
◎
課
長
補
佐　
田
中
卓

【
都
市
計
画
課
】

　
◎
課
長
補
佐　
半
村
忍

【
農
業
政
策
課
】

　
◎
係
長　
佐
怒
賀
丈
実

【
上
下
水
道
課
】

　
◎
課
長　
野
口
雅
之

　
◎
係
長　
染
谷
典
章

　
◎
係
長　
間
中
保
浩

教
育
委
員
会

　
　
教
育
次
長　
小
関
幸
枝

【
学
校
教
育
課
】

　
　
係
長　
鹿
久
保
淳
（
税
務
課
）

【
生
涯
学
習
課
】

　
◎
課
長　
小
野
博
章

　
◎
課
長
補
佐　
石
塚
伸
二
（
学
校
教
育
課
）

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

　
　
係
長　
栗
原
栄
（
農
業
政
策
課
）

議
会
事
務
局

　
◎
局
長　
福
島
浩

農
業
委
員
会

　
◎
局
長　
中
村
博
明
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

　　
※
☆
は
４
月
１
日
付
再
任
用

☆
野
村
静
喜
（
理
事
兼
防
災
安
全
課
長
）

☆
福
島
洋
二
（
防
災
安
全
課
副
参
事
）

☆
五
十
畑
康
晴
（
上
下
水
道
課
長
）

　
稲
垣
稔
（
教
育
委
員
会
教
育
次
長
）

　
長
谷
川
稔
（
参
事
兼
生
涯
学
習
課
長
）

　
加
藤
武
（
介
護
福
祉
課
長
）

　
大
越
喜
浩
（
税
務
課
長
）

　
馬
場
由
香
子
（
健
康
推
進
室
室
長
補
佐
） 

　
小
野
里
忠
（
上
下
水
道
課
副
参
事
） 

　
竹
村
恵
美
子
（
秘
書
広
聴
課
12
月
31
日
付
） 

　
菅
野
直
子
（
給
食
セ
ン
タ
ー
）

　
島
根
桂
子
（
中
央
公
民
館
）

　
関
ま
す
み
（
お
お
ぞ
ら
保
育
園
長
）

　
上
竹
恵
美
子
（
子
ど
も
未
来
課
）

【
観
光
庁
へ
派
遣
】

　
　
主
事　
田
中
裕
紀
（
継
続
）

【
環
境
省
へ
派
遣
】　

　
　
主
幹　
本
山
英
憲

【
茨
城
県
へ
派
遣
】

　
　
主
幹　
金
久
保
沙
知
恵
（
継
続
）

　
　
主
幹　
戸
塚
宏
幸

　
　
主
事　
影
山
雄
紀

【
群
馬
県
大
泉
町
へ
派
遣
】

　
　
主
事　
高
橋
真
理

【
株
式
会
社
ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク
へ
派
遣
】

　
　
主
事　
栗
原
千
恵
（
継
続
）

異
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平
成
31
年
４
月
１
日
付
）

退
　
職
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（
平
成
31
年
３
月
31
日
付
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国
・
県
等
へ
の
派
遣

職

員
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人

事

異

動
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３
０
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３
２
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０
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０
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多
文
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共
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（
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３
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町　長
副町長

教育長
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報
シ
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ム
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教
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　（

８
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５
９
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議
会
事
務
局
　
　
　
　（

８
１）

１
３
１
６

農
業
委
員
会
事
務
局
　（

８
１）

１
３
１
７

秘書
公室

総務部福祉部建設
農政部

農業
委員会

会計
管理者

教育
委員会

議
会

新
設

機

構

図

及

び

各

課

電

話

番

号

人事交流に関する協定書を掲げる、橋本
町長と村山大泉町長（右）。また、境町
と大泉町は平成 30年 12月に、災害発生
時に、救援物資の援助や被災者支援を行
う「災害時相互応援協定」も締結してい
ます。

4 月より人事交流実施 多文化共生力を強化する
人事交流を開始 境町人事紹介

秘書公室　秘書広聴課　
多文化共生推進室

室長　笠
かさまつ
松　弘

ひ ろ み
美

群
馬
県
大
泉
町 

＋ 

人
事
交
流
協
定

　

２
月
21
日
、
群
馬
県
邑お
う
ら楽

郡
大
泉
町
役
場
に
お
い
て
、
大

泉
町
と
の
人
事
交
流
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

大
泉
町
は
、
群
馬
県
南
東
部
利
根
川
沿
い
に
位
置
し
、
人

口
は
約
４
万
２
千
人
。
う
ち
約
18
％
と
な
る
７
，
６
０
０
人

強
が
外
国
人
で
あ
り
、
在
住
者
の
多
く
を
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
占

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
は
、
境
町
・
大
泉
町
が
抱
え
る
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
相
互
に
共
有
し
合
い
、

理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
行
政
運
営
の
活
性
化
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
協
定
に
基
づ
き
、
４
月
よ
り
大
泉
町
か
ら
多

文
化
共
生
の
経
験
が
豊
富
な
課
長
が
境
町
へ
、
大
泉
町
へ
は

ふ
る
さ
と
納
税
を
担
当
し
て
い
た
職
員
が
派
遣
さ
れ
、
相
互

の
人
事
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。　

群馬県大泉町出身。駒澤大学卒業後大泉町
役場に入庁。平成30年 4月より大泉町多
文化協働課長として先進的な多文化共生事
業に取り組む。趣味はスポーツ観戦。

Voice

▲

今後、全国のどの地域でも外国人
住民の増加が予想されます。大泉町での経
験を活かし、微力ながら境町の発展に、貢
献できるよう努めて参ります。

Profile　大阪市出身。
1984年　株式会社リクルート入社。
2010年 6月　株式会社 LIFULL（東証一部）入社。
2017年　内閣府、国土交通省、総務省と連携し
て全国版空き家バンクを設立。また、一般社団法人
全国空き家バンク推進機構（ZAB）設立に参加し、
理事に就任。

境町初の女性教育次長として、子育て世代
に選ばれる教育環境の推進に尽力

Voice

▲

子ども達の輝かしい未来と笑顔あふれる町づくりの一翼を担うとい
う重要な職に就き、身の引き締まる思いです。これまでの教育現場での経験
を活かし、境町の教育に少しでもお役に立てれば幸いです。どうぞよろしく
お願いします。

教育次長

野
の だ

田  幹
み き こ

子

Voice

▲

これまで民間の立場で全国版空き家バンクの立ち上げや複数の自治
体と連携し、空き家の見える化や活用促進に取組んできました。今回ご縁が
あり、境町の皆様と一緒に持続的なまちづくりに取組ませていただきます。
微力ではありますが、どうぞよろしくお願いします。

Profile　笠間市出身境町在住。
1983年　陸上自衛隊（横須賀）入隊。東京都、
神奈川県・茨城県・長野県内の駐屯地等において
部隊指揮官、部隊及び機関等の幕僚（運用、防衛
警備、渉外・広報、研究、人事、募集等）を歴任。

危機管理専門監

自衛官としての知識や経験を活かし、災害
に強い境町を目指す

Voice

▲

日本各地で見られる異常気象や大規模地震による災害の発生は決し
て他人事ではありません。皆様と一緒に自助・共助の意識を高め、自衛隊で
の経験を活かし、「安心して暮らせるまち・安全なまちづくり」に全力で取り
組みたいと思います。

生
な ば た め

天目  一
か ず し

司 小
こ せ き

関  幸
ゆ き え

枝
Profile　境町出身。
1978年　千葉大学教育学部卒業。
同年、旧総和町立下大野小学校を振り出しに長田
小学校、境小学校に教諭として勤務。行政を経て
2003年より長田小学校教頭。2013年より古河
市立駒羽根小学校校長を務め、2016年定年退職。

田
た む ら

村  剛
つよし

内閣府の地方創生人材支援制度を活用し　
移住・定住のプロフェッショナルを登用
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